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東北地方交通審議会 

第 １ ８４ 回船 員 部会 
 

日  時 令和 ６ 年 ２ 月１６日（金） １３：３０～ 

場  所 Ｗｅｂ開催 

出 席 者 公益委員 ：髙橋(真)部会長、増田部会長代理、 

豊田委員、鈴木委員 

労働者委員：甲斐委員、髙橋(雅)委員、奈良委員 

使用者委員：平岡委員、村上委員、千葉委員 

 運 輸 局 ：山本海事振興部長、斉藤海事振興部次長 

菊地船員労政課長、鈴木専門官、髙橋労政係長 

１． 開 会 

２． 議 題 

  （１）管内の雇用等の状況について 

    （２）情報提供について 

    （３）その他 

３． 閉 会 

 

  （資料） 

資料１   船員職業安定業務取扱状況説明資料（１２月分） 

   資料２   新規求人・求職数（東北管内：３年対比） 

   資料３    有効求人・求職数（東北管内：３年対比） 

   資料４    新規求人・求職数（全国） 

   資料５   有効求人・求職数（全国） 

   資料６    有効求人倍率（東北管内） 

    資料７    有効求人倍率（全国） 

      資料８    令和５年度 就職内定状況調査集計表 

   資料９     令和６年度東北地方交通審議会船員部会 開催日（確定） 

参考資料   令和６年度 海事局関係予算決定概要  
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◎開 会 

 

【斉藤海事振興部次長】 

  〔第１８４回船員部会の成立状況について報告〕 

〔配布資料確認〕 

 

◎議 事 

 

【髙橋部会長】 

  それでは、早速議事に入りたいと思います。 

  お手元にあります議事次第の議題（１）「管内の雇用等の状況について」、事務局から説明

をお願いします。 

 

 〔菊地船員労政課長から資料１～７に基づき報告〕 

 

【髙橋部会長】 

  ありがとうございます。 

  それでは、今の報告内容に関して何かご意見、ご質問等ありますでしょうか。よろしいです

か。 

  ないようですので、ご了承いただいたものといたします。 

  続きまして、議題（２）「情報提供」に入ります。 

  委員の皆様から情報提供をお願いします。 

  最初に、労働者委員からお願いいたします。髙橋委員、ありますか。 

 

【髙橋（雅）労働者委員】 

  私から１点報告します。 

  １月５日から令和６年度の労働協約改定要求案ということで、現場組合員に大衆討議により

諮ってまいりまして、昨日、２月15日までの期間で討議を行ってきました。本日午前中に、機

関会議の中で令和６年度の労働協約改定要求ということで決定し、２月の末日に各船主団体、

会社等に要求書を出します。 
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【髙橋部会長】 

  ありがとうございました。甲斐委員、ありますか。 

 

【甲斐労働者委員】 

  今月、八戸地区に新造船が就航する予定となっております。船種については、イカ釣り兼底

刺し網漁船ということです。この船の竣工式及びお披露目会が今月２月20日に開催することに

なっております。本船は、イカ釣り漁業でムラサキイカやソデイカを漁獲し、底刺し網漁業で

キンメダイ、またマトウダイを漁獲するハイブリッド型の漁船となっております。新造船の就

航は地域経済の活性化にもつながりますので、我々としても期待をしております。 

【髙橋部会長】 

  ありがとうございました。奈良委員、お願いします。 

 

【奈良労働者委員】 

  気仙沼地区から１点報告させていただきます。 

  １月29日、宮城県気仙沼向洋高等学校で漁業ガイダンスが開催され、海員組合水産局、また

大日本水産会ほか15団体、企業が参加いたしました。対象生徒は、情報海洋科２年生14名と１

年生20名が参加いたしました。具体的な内容としては、大中型まき網、カツオ一本釣り、マグ

ロはえ縄、トロール、捕鯨の５つのブースを生徒が２名から４名で回るような形で、就業内容、

給料などいろいろ説明を受け、率直に生徒さんからも質問があったところです。また、修了式

では、海員組合の高橋水産局長から、漁船漁業の魅力と将来の職業を決定する際の選択肢とし

てほしいという挨拶があり、終了となりました。 

   

【髙橋部会長】 

  ありがとうございました。 

  続きまして使用者委員にお願いします。千葉委員、ありますか。 

 

【千葉使用者委員】 

  １点だけご報告させていただきたいと思います。 

  海上保安運送法等の一部を改正する法律が令和８年に施行される予定です。これは、当部会



-4- 

でも何度か触れておりました、例の2022年４月23日に発生した知床遊覧船の沈没事故を受けて

の改正となり、内容につきましては広範囲で、なおかつ細部にわたっているため、ここでは詳

細は報告いたしませんが、現在各地で説明会等が開催され、事業者ともども、２年後の施行に

向けて対応を準備しているところでございます。 

   

【髙橋部会長】 

  ありがとうございました。続きまして平岡委員、お願いします。 

 

【平岡使用者委員】 

  先月開催された全国海運組合連合会の理事会で、ＳＴＣＷ基本訓練の費用について取り上げ

られました。船主連絡協議会がオペレーターを訪問した際に、ＳＴＣＷ基本訓練費用の負担を

求めたところ、ＳＴＣＷ基本訓練は船員の個人資格維持に関連しているため、荷主やオペレー

ターが負担するのは難しいと考えられると回答されたそうです。実態は、船主が負担せざるを

得ない状況であります。適正な用船料をもらえず、船員費の高騰をはじめ船主の負担が増える

ばかりです。 

   

【髙橋部会長】 

  ありがとうございました。村上委員、お願いします。 

 

【村上使用者委員】 

  今週月曜日の２月12日、大阪で漁業就業支援フェアが開催されました。全部でブースは70者

ほど出展があったとのことで、気仙沼船主協会からは、遠洋カツオ船、遠洋マグロ船の会社と

協会を含めて４者のブースの出展がありました。来場者は120名ほどあったそうですが、遠洋

カツオ船・マグロ船のブースに聞きに来られた方は延べ10名ぐらいであり、重複もあると思わ

れますので、実際ブースへ来られた方は５名ぐらいじゃないかという話でした。120人のうち

の５名ということで、遠洋カツオ・マグロについては低調な面接になったという話でした。ほ

とんどが沿岸漁業への就労希望というようなお話でした。 

  それから、来週の23日に東京で就労フェアが開催されますが、ここにも気仙沼船主協会から

４者ほど参加する予定です。 
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【髙橋部会長】 

  ありがとうございました。 

  労働者委員、使用者委員から情報提供がありましたが、内容に関して質問等はございますか。

よろしいですか。 

  ないようなので、議題（３）「その他」に入ります。 

  資料８の「令和５年度就職内定状況調査集計表」について、事務局から報告をお願いします。 

 

 〔菊地船員労政課長から資料８に基づき説明〕 

 

【髙橋部会長】 

  ありがとうございました。ただいまの資料に関してご質問等はありますでしょうか。 

 

【鈴木公益委員】 

  本校の就職状況について少し補足説明をさせていただければと思います。 

  資料のとおり、今現在、２年生40名在籍しておりまして、表では男子の商船の希望29で、未

定者１となっておりますが、この未定者は陸上と海上とで悩んでいる学生で、最近になり商船

への希望を断念するということになり、未定者については、現在は陸上に変更となりますので

補足説明をさせていただきます。 

  それから、今年度の２年生の特徴として、例年は１名か２名の漁船の希望者が、今年度は卒

業者１割の４名と、例年よりも多くなっているということが挙げられると思います。 

  卒業式はこの後３月14日に行われ、翌日の15日から口述試験になります。この数字も全て卒

業が確定、あるいは口述試験に合格をすればということにつながっていきますので、現在の２

年生には卒業試験、口述試験の勉強をしっかり頑張るように指導している状況でございます。 

   

【髙橋部会長】 

  ありがとうございました。そのほか何かございますか。 

 

【増田部会長代理】 

  この資料８ですが、全体で500人ちょっと卒業生がいて、そのうち海上職が115人、大学等へ

の進学が60人ぐらいで、残りは陸上も含めて一般企業に就職されたということで、特に水産高
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校を出たが、通常の一般職への就職と考えてよろしいでしょうか。 

 

【菊地船員労政課長】 

  ご質問のとおり、海上職及び海洋系の大学、専攻科以外の方は、基本的には一般の就職及び

一般の大学、例えば法学部や経済学部などへの進学も含め、一般に行かれたという集計となり

ます。 

   

【増田部会長代理】 

  ありがとうございました。 

 

【髙橋部会長】 

  ありがとうございます。ほかございますか。 

  合計からすると、漁船の希望者が42名で、実際に内定されたのが35名、未内定が２名なので、

５名の方が商船に向かったと考えていいのでしょうか。 

 

【菊地船員労政課長】 

  去年の４月現在では42名の方が漁船を希望されたところでございますが、その後に漁船以外、

例えば商船や一般を含めそのとおりになります。 

 

【髙橋部会長】 

  わかりました。海上労務の中で特に漁業に関して、この部会では何回も話が出るのですが、

漁業に向かう人がなかなか少ないということで、せっかく当初希望している方が実際には内定

をもらえず、ほかに行ってしまうというのはもったいないなという気がしたので質問しました。

ありがとうございました。 

  それでは続きまして、資料９の「令和６年度東北地方交通審議会船員部会開催日について」、

事務局からお願いします。 

 

 〔斉藤海事振興部次長から資料９に基づき説明〕 
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【髙橋部会長】 

  ありがとうございました。開催日を一部変更し、９月が対面になるということです。では、

よろしくお願いします。 

  「予算決定概要」という資料があるのですが、これは配布のみでよろしいでしょうか。 

 

【斉藤海事振興部次長】 

  これは説明なしになります。 

 

【髙橋部会長】 

  わかりました。ありがとうございます。 

  それでは、ただいまの報告内容に関して何かご意見、ご質問ございますか。 

  ないようですので、本日の議事は終了となります。 

  次回の船員部会は、３月22日金曜日の13時30分から、今度は対面で、４階会議室で開催いた

します。 

  最後に、事務局から連絡をお願いします。 

 

【斉藤海事振興部次長】 

  部会長からお話がありました参考資料の「令和６年度海事局関係予算決定概要」についてで

すが、こちらはぜひお時間があるときにご覧いただきたいと思います。 

  最後に議事録でございます。第181回の議事録案につきまして、お手元に届いているかと思

いますが、ご確認いただき、修正等がありましたらご連絡をお願いいたします。 

  それでは、以上で本日の船員部会を終了いたします。皆様、大変お疲れさまでした。 

 

◎閉 会 

 


